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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成29年7月27日(2017.7.27)

【公表番号】特表2015-522712(P2015-522712A)
【公表日】平成27年8月6日(2015.8.6)
【年通号数】公開・登録公報2015-050
【出願番号】特願2015-512057(P2015-512057)
【国際特許分類】
   Ｃ２３Ｃ  20/08     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   1/36     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   7/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２３Ｃ   20/08     　　　　
   Ｂ０５Ｄ    1/36     　　　Ｚ
   Ｂ０５Ｄ    7/24     ３０１Ｈ
   Ｂ０５Ｄ    7/24     ３０１Ａ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年6月15日(2017.6.15)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材と粉体をベースにした塗膜とを含む複合材料を製造する方法であって、
　ｆ）水及び少なくとも１つのアルコール官能基を含む飽和又は不飽和の直鎖有機アルコ
ール、メトキシエタノール、エタノール、エチレングリコール、１－プロパノール、メタ
ノール、ｎ－ブタノール、２－フェニルエタノール、２－プロパノール及びそれらの混合
物の群から選択される少なくとも１種の第１溶媒を含有する第１溶液による前記基材の表
面処理を含む、基材を官能化するステップと、
　ｇ）第１安定コロイドゾルを形成するステップと、
　ｈ）前記第１コロイドゾルの少なくとも１層を官能化基材上に少なくとも１回塗布する
ステップと、
　ｉ）前記第１コロイドゾルの前記少なくとも１層を乾燥するステップと、
　ｊ）５０℃超５００℃未満の温度に加熱することによって、前記基材に付着している前
記第１コロイドゾルによって形成される第１塗膜層を形成するステップと、
　を含み、
　ｋ）前記第１安定コロイドゾルを形成する前に、アルカリ金属酸化物、アルカリ土類金
属酸化物、遷移金属酸化物、ポスト遷移金属酸化物、メタロイド酸化物、ランタニド酸化
物、アクチニド酸化物、金属酸化物及び／又は酸化ケイ素を含む第１粉体を、カルボキシ
ル又はカルボキシラート官能基を有する作用物質によって官能化するステップ
を更に含むこと、及び、
前記第１安定コロイドゾルが第２溶媒中でカルボキシル又はカルボキシラート官能基を有
する作用物質によって官能化された前記第１粉体をベースとしており、前記塗膜が均一分
布した前記第１粉体で形成されていることを特徴とする、上記方法。
【請求項２】
　前記第１塗膜を形成するために、前記ステップｈ）及びｉ）を交互に前記第１粉体の層
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の数に応じて所定の回数繰り返す、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ａ）ｎ番目（ｎ≧２）の粉体を官能化し、Ｚ番目（Ｚ≧ｎ＋１）の溶媒中に官能化され
た前記ｎ番目（ｎ≧２）の粉体を含有するｎ番目（ｎ≧２）のコロイドゾルを形成するス
テップと、
　ｂ）前記ｎ番目の粉体の前記ｎ番目のコロイドゾルの少なくとも１層を前記（ｎ－１）
番目の塗膜で塗装された基材上に塗布するステップと、
　ｃ）前記ｎ番目のコロイドゾルの前記少なくとも１層を乾燥するステップと、
を更に含む、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ｎ番目の塗膜を形成するために、前記ステップｂ）及びｃ）を交互に前記ｎ番目の
粉体の層の数に応じて所定の回数繰り返す、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　ｄ）５０℃超５００℃未満の温度に加熱することによって、前記（ｎ－１）番目の塗膜
に付着している前記ｎ番目の粉体の前記ｎ番目のコロイドゾルで形成される塗膜層を、形
成するステップ
を更に含む、請求項３又は４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１及び／又は前記ｎ番目のコロイドゾルが水を含有する、請求項１から５までの
いずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記粉体が、酸化リチウム、酸化ナトリウム、酸化セリウム、酸化チタン、酸化バナジ
ウム、酸化クロム、酸化モリブデン、酸化マンガン、酸化鉄、酸化コバルト、酸化パラジ
ウム、酸化銅、酸化亜鉛、酸化カドミウム、酸化アルミニウム、酸化ケイ素、酸化スズ、
酸化鉛及びそれらの組合せ、コバルトとリチウム、鉄とマンガン、リチウムとチタンの混
合酸化物の群から選択される１種又は複数の酸化物を含む粉体である、請求項１から６ま
でのいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記基材が、金属、ガラス又は石英、セラミック支持体、二酸化チタン及び酸化ケイ素
で塗装された他の材料からなる群から選択される、請求項１から７までのいずれか一項に
記載の方法。
【請求項９】
　前記金属が、圧延又は非圧延、塗装又は非塗装の形鋼又は非形鋼、低、中、又は高炭素
鋼、ステンレス平鋼又は形鋼、他の支持体に付着させた白金、圧延又は非圧延の、成形さ
れたアルミニウム、シート被覆鋼、プレコート鋼、アルミニウム板又は二酸化チタンの層
で塗装された鋼板からなる群から選択される、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ガラス又は石英が、アルカリガラス又は非アルカリガラス、板ガラス又は管、糸若
しくは繊維の形状の成形ガラス、シート、管、糸又は繊維の形状の石英からなる群から選
択される、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１及び／又はｎ番目のコロイドゾルが、カルボキシル又はカルボキシラート官能
基を有する作用物質の存在下で形成される、請求項１から１０までのいずれか一項に記載
の方法。
【請求項１２】
　前記第１官能化粉体を含有する前記第１コロイドゾルの形成に伴う前記第１粉体の前記
官能化ステップが、
　ａ）前記第２溶媒（ＳＯ１）中においてカルボキシル又はカルボキシラート官能基を有
する前記作用物質の第１溶液Ｓ１を調製するステップであって、前記第２溶媒（ＳＯ１）
が少なくとも１つのアルコール官能基を含む線状の飽和又は不飽和鎖の有機アルコールか
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ら選択されるステップと、
　ｂ）前記第１粉体を前記第１溶液Ｓ１に分散させることによって、懸濁液Ｓｐ１を調製
するステップと、
　ｃ）希釈溶液Ｓ１ｄを生成するために、水を前記第１溶液Ｓ１に添加するステップと、
　ｄ）前記希釈溶液Ｓ１ｄ及び前記懸濁液Ｓｐ１を１０℃と前記第２溶媒の還流温度との
間に含まれる温度で混合するステップと、
　ｅ）前記第１官能化粉体を含有する前記第１コロイドゾルが得られるまで、前記混合物
を均質化するステップと
を含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ｎ番目（ｎ≧２）の官能化粉体を含有するｎ番目（ｎ≧２）のコロイドゾルの形成
に伴う前記ｎ番目の粉体（ｎ≧２）の前記官能化ステップが、
　ｆ）前記Ｚ番目の（Ｚ≧ｎ＋１）溶媒（ＳＯＺ）中において、カルボキシル又はカルボ
キシラート官能基を有する前記作用物質のｎ番目（ｎ≧２）の溶液Ｓｎを調製するステッ
プと、
　ｇ）前記ｎ番目（ｎ≧２）の粉体を前記ｎ番目（ｎ≧２）の溶液Ｓｎに分散させること
によって、懸濁液Ｓｐｎを調製するステップと、
　ｈ）ｎ番目（ｎ≧２）の希釈溶液Ｓｎｄを生成するために、水を前記ｎ番目（ｎ≧２）
の溶液Ｓｎに添加するステップと、
　ｉ）前記ｎ番目（ｎ≧２）の希釈溶液Ｓｎｄ及び前記懸濁液Ｓｐｎを、１０℃と、水及
び少なくとも１つのアルコール官能基を含む飽和又は不飽和の直鎖有機アルコール、メト
キシエタノール、エタノール、エチレングリコール、１－プロパノール、メタノール、ｎ
－ブタノール、２－フェニルエタノール、２－プロパノール及びそれらの混合物の群から
選択される前記Ｚ番目（Ｚ≧ｎ＋１）の溶媒の還流温度と、の間に含まれる温度で混合す
るステップと、
　ｊ）前記ｎ番目（ｎ≧２）の官能化粉体を含有する前記ｎ番目（ｎ≧２）のコロイドゾ
ルが得られるまで、前記混合物を均質化するステップと
を含む、請求項３～１０のいずれか一項に従属する場合の、請求項１１又は１２に記載の
方法。
【請求項１４】
　前記第１粉体が官能化溶媒Ｓｆ中で官能化され、前記第１コロイドゾルが、
　ａ）前記第１官能化粉体を前記第２溶媒ＳＯ１に分散させることによって、懸濁液Ｓｐ
１を調製するステップと、
　ｂ）希釈溶液Ｓ１ｄを生成するために、水を前記第２溶媒ＳＯ１に添加するステップと
、
　ｃ）前記希釈溶液Ｓ１ｄ及び前記懸濁液Ｓｐ１を１０℃と前記第２溶媒ＳＯ１の還流温
度との間に含まれる温度で混合するステップと、
　ｄ）前記第１官能化粉体を含有する中間コロイドゾルが得られるまで、前記混合物を均
質化するステップと、
　ｅ）前記第１コロイドゾルＳＯＬ１を形成するために、カルボキシル又はカルボキシラ
ート官能基を有する作用物質を第３溶媒中に含有する溶液を前記中間コロイドゾルに添加
するステップと
によって形成される、請求項１から１０までのいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ｎ番目の粉体（ｎ≧２）が官能化溶媒Ｓｆ中で官能化され、前記ｎ番目のコロイド
ゾルが、
　ｆ）前記ｎ番目（ｎ≧２）の官能化粉体を前記Ｚ番目（Ｚ≧ｎ＋１）の溶媒（ＳＯＺ）
に分散させることによって、懸濁液Ｓｐｎを調製するステップと、
　ｇ）希釈溶液Ｓｎｄを生成するために、水を前記Ｚ番目（Ｚ≧ｎ＋１）の溶媒に添加す
るステップと、
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　ｈ）前記希釈溶液Ｓｎｄ及び前記懸濁液Ｓｐｎを１０℃と前記Ｚ番目（Ｚ≧ｎ＋１）の
溶媒の還流温度との間に含まれる温度で混合するステップと、
　ｉ）前記ｎ番目の官能化粉体を含有する溶液の中間コロイドゾルが得られるまで、前記
混合物を均質化するステップと、
　ｊ）前記ｎ番目のコロイドゾルＳＯＬｎを形成するために、カルボキシル又はカルボキ
シラート官能基を有する作用物質を第３溶媒中に含有する溶液を前記中間コロイドゾルに
添加するステップと
によって形成される、請求項３～１０のいずれか一項に従属する場合の、請求項１４に記
載の方法。
【請求項１６】
　前記第２溶媒が、水及び少なくとも１つのアルコール官能基を含む飽和又は不飽和の直
鎖有機アルコール、メトキシエタノール、エタノール、エチレングリコール、１－プロパ
ノール、メタノール、ｎ－ブタノール、２－フェニルエタノール、２－プロパノール及び
それらの混合物の群から選択される、請求項１から１５までのいずれか一項に記載の方法
。
【請求項１７】
　前記第３溶媒が、水及び少なくとも１つのアルコール官能基を含む飽和又は不飽和の直
鎖有機アルコール、メトキシエタノール、エタノール、エチレングリコール、１－プロパ
ノール、メタノール、ｎ－ブタノール、２－フェニルエタノール、２－プロパノール及び
それらの混合物の群から選択される、請求項３から１５までのいずれか一項に記載の方法
。
【請求項１８】
　前記Ｚ番目の（Ｚ≧ｎ＋１）溶媒が、水及び少なくとも１つのアルコール官能基を含む
飽和又は不飽和の直鎖有機アルコール、メトキシエタノール、エタノール、エチレングリ
コール、１－プロパノール、メタノール、ｎ－ブタノール、２－フェニルエタノール、２
－プロパノール及びそれらの混合物の群から選択される、請求項１４又は１５に記載の方
法。
【請求項１９】
　前記第１溶媒が、エチレングリコール、ポリエチレングリコール２００、ポリエチレン
グリコール４００、ポリエチレングリコール１５００、ポリエチレングリコール１０，０
００及びポリエチレングリコール１，５００，０００、エトキシ化天然脂肪アルコール、
ステアリルアルコールをベースとするエトキシ化天然脂肪アルコール、ドデシルベンゼン
スルホン酸ナトリウム及び４－ヒドロキシ安息香酸、並びにそれらの混合物の群から選択
される添加剤を含む、請求項１から１６までのいずれか一項に記載の方法。
【請求項２０】
　前記官能化溶媒Ｓｆが、エチレングリコール、ポリエチレングリコール２００、ポリエ
チレングリコール４００、ポリエチレングリコール１５００、ポリエチレングリコール１
０，０００及びポリエチレングリコール１，５００，０００、エトキシ化天然脂肪アルコ
ール、ステアリルアルコールをベースとするエトキシ化天然脂肪アルコール、ドデシルベ
ンゼンスルホン酸ナトリウム、パラ－ヒドロキシ安息香酸、並びにそれらの混合物からな
る群から選択される、請求項１４から１９までのいずれか一項に記載の方法。
【請求項２１】
　カルボキシル又はカルボキシラート官能基を有する前記作用物質が、アルコール鎖を有
する単官能又は多官能カルボン酸、ベンゼン環を有する単官能又は多官能カルボン酸、飽
和若しくは不飽和の炭素鎖を有する単官能又は多官能カルボン酸、４－ヒドロキシ安息香
酸、及びそれらの混合物の群から選択される、請求項１から２０までのいずれか一項に記
載の方法。
【請求項２２】
　基材と粉体をベースにした少なくとも１つの塗膜とを含む材料であって、
　前記塗膜が前記粉体からなり、前記基材への接着力がＡＳＴＭ４５４１規格に従って１
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７Ｎ／ｍｍ２を超えることを特徴とし、
　前記粉体が、コバルトとリチウム、鉄とマンガン、リチウムとチタンの混合酸化物の群
から選択される酸化物を含む粉体である、上記材料。
【請求項２３】
　ｎ番目の粉体をベースにしたｎ番目（ｎ≧２）の塗膜を更に含み、前記ｎ番目の塗膜が
前記ｎ番目の粉体からなる、請求項２２に記載の材料。
【請求項２４】
　前記基材が、金属、ガラス又は石英、セラミック支持体、二酸化チタン及び酸化ケイ素
で塗装された他の材料からなる群から選択される、請求項２２又は２３に記載の材料。
【請求項２５】
　前記金属が、圧延又は非圧延、塗装又は非塗装の形鋼又は非形鋼、低、中、又は高炭素
鋼、ステンレス平鋼又は形鋼、他の支持体に付着させた白金、圧延又は非圧延の、成形さ
れたアルミニウム、シート被覆鋼、プレコート鋼、アルミニウム板又は二酸化チタンの層
で塗装された鋼板からなる群から選択される、請求項２４に記載の材料。
【請求項２６】
　前記ガラス又は石英が、アルカリガラス又は非アルカリガラス、板ガラス又は管、糸若
しくは繊維の形状の成形ガラス、シート、管、糸又は繊維の形状の石英からなる群から選
択される、請求項２４に記載の材料。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３１】
　本発明による別の実施形態において、本方法は、下記のステップを更に含む：
ａ）ｎ番目（ｎ≧２）の粉体を官能化し、Ｚ番目（Ｚ≧ｎ＋１）の溶媒中に官能化された
前記ｎ番目（ｎ≧２）の粉体を含有するｎ番目（ｎ≧２）のコロイドゾルを形成するステ
ップと、
ｂ）前記ｎ番目の粉体の前記ｎ番目のコロイドゾルの少なくとも１層（ｏｎｅ　ｌａｙｅ
ｒ）を前記（ｎ－１）番目の塗膜（ｃｏａｔｉｎｇ）で塗装された（ｃｏａｔｅｄ）基材
上に塗布する（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ）ステップと、
ｃ）前記ｎ番目のコロイドゾルの前記少なくとも１層を乾燥するステップと、
ｄ）５０℃超５００℃未満の温度に加熱することによって、前記（ｎ－１）番目の塗膜に
付着している前記ｎ番目の粉体の前記ｎ番目のコロイドゾルで形成される塗膜層を任意選
択的に形成するステップ。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３６】
　好ましくは、前記粉体は、アルカリ金属酸化物、アルカリ土類金属酸化物、遷移金属酸
化物、ポスト遷移金属酸化物（ｐｏｓｔ－ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ　ｍｅｔａｌ　ｏｘｉｄ
ｅ；ｕｎ　ｏｘｙｄｅ　ｄｅ　ｍeｔａｌ　ｐａｕｖｒｅ）、メタロイド酸化物、ランタ
ニド酸化物、アクチニド酸化物、好ましくは金属酸化物及び／又は酸化ケイ素を含む粉体
であり、より優先的には酸化リチウム、酸化ナトリウム、酸化セリウム、酸化チタン、酸
化バナジウム、酸化クロム、酸化モリブデン、酸化マンガン、酸化鉄、酸化コバルト、酸
化ニッケル、酸化パラジウム、酸化銅、酸化亜鉛、酸化カドミウム、酸化アルミニウム、
酸化ケイ素、酸化スズ、酸化鉛及びそれらの組合せ、例えばコバルトとリチウム、鉄とマ
ンガン、リチウムとチタンなどの混合酸化物などの群から選択される１種又は複数の酸化
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物を含む粉体などである。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４８】
　本発明による有利な代替形態では、前記第１アルコール溶媒は、好ましくはエチレング
リコール、ポリエチレングリコール２００、ポリエチレングリコール４００、ポリエチレ
ングリコール１５００、ポリエチレングリコール１００００及びポリエチレングリコール
１５，０００００、エトキシ化天然脂肪アルコール、好ましくはステアリルアルコールを
ベースとするエトキシ化天然脂肪アルコール、より具体的にはＢｒｉｊ（登録商標）Ｓ１
０、Ｐｌｕｒｏｎｉｃ　Ｆ１２７（登録商標）、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム
及び４－ヒドロキシ安息香酸、並びにそれらの混合物の群から選択される添加剤を含む。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４９】
　優先的な実施形態によれば、前記官能化溶媒は、エチレングリコール、ポリエチレング
リコール２００、ポリエチレングリコール４００、ポリエチレングリコール１５００、ポ
リエチレングリコール１００００及びポリエチレングリコール１５，０００００、エトキ
シ化天然脂肪アルコール、好ましくはステアリルアルコールをベースとするエトキシ化天
然脂肪アルコール、より具体的にはＢｒｉｊ（登録商標）Ｓ１０、Ｐｌｕｒｏｎｉｃ　Ｆ
１２７（登録商標）、及びドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、パラ－ヒドロキシ安
息香酸、並びにそれらの混合物からなる群から選択される。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５６】
　本発明による材料において、前記粉体は、アルカリ金属酸化物、アルカリ土類金属酸化
物、遷移金属酸化物、ポスト遷移金属酸化物（ｐｏｓｔ－ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ　ｍｅｔ
ａｌ　ｏｘｉｄｅ；ｕｎ　ｏｘｙｄｅ　ｄｅ　ｍeｔａｌ　ｐａｕｖｒｅ）、メタロイド
酸化物、ランタニド酸化物、アクチニド酸化物、好ましくは金属酸化物及び／又は酸化ケ
イ素、より優先的には酸化リチウム、酸化ナトリウム、酸化セリウム、酸化チタン、酸化
バナジウム、酸化クロム、酸化モリブデン、酸化マンガン、酸化鉄、酸化コバルト、酸化
パラジウム、酸化銅、酸化亜鉛、酸化カドミウム、酸化アルミニウム、酸化ケイ素、酸化
スズ、酸化鉛及びそれらの組合せ、例えば、コバルトとリチウム、鉄とマンガン、リチウ
ムとチタンの混合酸化物などの群から選択される１種又は複数の酸化物を含む粉体である
。
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